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1 Wp-4　　　　　　　　　沖縄における新築戸建住宅の平面構成に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　その１　平面の変容傾向

　　　　　　大阪市大生活科学○村上佳子・住田昌二・碓田智子。琉球大教育　鈴木雅夫

＜目的＞戦後の都市化や生活様式の変化に加え。鉄筋コンクリート造の住宅が主流になっ

たことなどによって、沖縄の住宅は、沖縄独特の伝統的な形式を残しつつも、しだいに多

様化してきた。本研究は、新築戸建住宅の平面分析を通じて、近年の沖縄の住宅がどのよ
うに変化しつつあるのかを明らかにしようとするものである。

＜方法＞近年、沖縄での新築活動の中心は、那覇市からその周辺市町村へと移行しつつあ

る。この点を踏まえて、那覇市に近接する、豊見城村、南風原町、佐敷町、与那原町、大

里村、西原町の６町村を対象に、1993年度の建築計画概要書から抽出した、新築戸建住宅

200戸の平面構成を分析するとともに、1978年に那覇市で採取した新築戸建住宅89戸の平

面構成と比較し、この15年間での変化を検討した。

＜結果＞今回採取した平面プランは、「L D K型」、「茶の間型」、「続き間型」, r L

D K十続き間型」に大別できる。「ＬＤＫ型」が58％を占め、ついで「ＬＤＫ十続き間型」

が17％、「続き同型」13％、「茶の間型」12％であった。平均延床面積は、14 0 ㎡である。

「茶の間型」は小規模な住宅に多く、延床面積が160 m'以上の規模の大きな住宅では、

「L D K型」が減少し、「ＬＤＫ十続き間型」が３割に増加する。1978年の採取平面の平

均延床面積はizi ㎡で、ｒ茶の間型ｊが36％、r L D K型j 29％、　r続き同型J 21％であ
った。延床面積の拡大と「ＬＤＫ型」の大幅な増加が、この15年間での大きな変化である。

また、1978年調査では、過半数の住宅で、和室数が洋室数を上回っていたが、今回の調査

では、洋室数が和室数を上回る住宅が9割近くを占め、洋室化の傾向が明らかである。

　1Wp-5　　　　　　　　　　沖縄における新築戸建住宅の平面構成に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　その２　伝統的平面の継承性

　　　　　　大阪市大生活科学○碓田智子・住田昌二・村上佳子、琉球大教育　鈴木雅夫

＜目的＞前編で示したように、近年の沖縄の新築戸建住宅の平面タイプは、r L D K型」

が主流となりつつあるが、規模の大きな住宅では、続き間を持つタイプが増加することが

注目された。本編は、平面と住まい方の対応関係の検討を通じて、今日、沖縄の伝統的な

平面形式がどのような層によって継承されているのかを考察するものである。

＜方法＞前編で検討した、1993年度の建築計画概要書による新築住宅200戸から、約1/10

にあたる21戸を無作為に抽出し、1994年11月に、平面採取と、各部屋の使われ方と呼称、

起居様式などについてのヒアリング調査を行った。

＜結果と考察＞21戸の平面タイプは、「L D K型J 11戸、「続き間型」４戸、「L D Kナ

続き間型」６戸である、食事や家族の集まり場所はD KやＬＤＫが中心で、全体的にイス

座の浸透が窺えた。沖縄の伝統的な平面形式は、一番座、二番座と呼ばれる続き座敷を持

ち、一番座に床、二番座に仏壇が配されるものである。この伝統的な型を持つ平面を＜伝

統型＞、それ以外を＜非伝統型＞とすると、＜伝統型＞は21戸中８戸であった。敷地面積

の平均は、前者が3 98㎡後者は308m"で、90m'の差がある。延床面積では、前者が181m'、

後者が10 9 m"で、約70m'の規模差がみられる。長男の家系６戸中、５戸が＜伝統型＞であ

るのに対し。次・三男の家系11戸中、＜伝統型＞は２戸のみで、６戸が「L D K型j平面
であった。沖縄の戸建住宅の平面形式は。全休としては「ＬＤＫ型」へと移行しつつある

が、その多くは次三男の比較的小規模な住宅によるもので、沖縄の慣習から仏壇を引き継

ぐ必要がある長男の住宅においては、伝統的平面形式が継承されていることが示唆される。
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